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近年、情報通信分野において、基幹通信分野は光通

信による高速化が進んでいる。同じく、サーバーやルータ

など情報処理機器の高速化も進んでいるが従来の電気

配線では高速化にともなう誘電損失やノイズの影響によっ

て、その限界が見え始めてきている。これに対し、光によ

る信号伝送は電気に対して高速化は勿論のこと、低消費

電力化に著しいく効果があることから、今後サーバーやル

ータ或いはパソコンの内部まで光を使った信号伝送技術

のニーズが高まると予想される。報告者は、ポリマー光導

波路基板の作製とその結合構造部の作製を目的として、

NPF の設備を利用した。 

１．概要（Summary） 

 

利用した装置 
２．実験（Experimental） 

スパッタ装置・RF/DC スパッタ装置・触針式段差計 
 

開発としてはポリマー導波路上に入出力機構としてミラ

ーを想定しているが、現在 ULVAC 製 RF/DC スパッタ

装置で Ta をスパッタしているが、ポリマーへのダメ-ジを低

減するため成膜条件と膜厚の関係を明らかにした。具体

的には出力と時間を変更し、その膜厚を触針段差計で測

定した。 
 

成膜条件と膜厚の関係を Fig.1 に示す。低出力側では

150 W でも成膜が可能であるという結果が確認できた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 
 
 
 
 
 

 

 
Fig.1 Ta thickness variation with sputtering time.    
 

 

・今後の課題 

４．その他・特記事項（Others） 

膜厚の変化が何に起因しているかを確認する。 
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